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１．会社・事業所紹介(1/3)

連結売上高
(2019年)
9,065億円

※調整額▲520億円込み

ｱﾙﾐﾆｳﾑ
975億円
（10％）

その他
1,262億円
（13％）

無機
2301億円
（24％）

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
964億円
（10％）

化学品
1575億円
（16％）



１．会社・事業所紹介(2/3)

構成会社数

1969年6月

12社

約1,100名

操業開始

協力企業従業員数

各社従業員数

約 650名（常駐）

（内、昭和電工 約500名）

大分石油化学コンビナートの概要



１．会社・事業所紹介(3/3)

国内
海外

ナ
フ
サ

昭和電工

ナフサ分解 水素

メタン

エチレン

プロピレン

C4留分

分解油

日本硫炭工業

日本ポリエチレン

昭和電工

NSスチレンモノマー

サンアロマー

昭和電工

大分ケミカル

住友化学

日本エラストマー

日油

NSスチレンモノマー

各社

昭和電工(工務部)

昭和電工(大分事務所等)

鶴崎サンソセンター

鶴崎共同動力

圧縮水素

二硫化炭素

ポリエチレン

アセトアルデヒド
酢酸エチル
酢酸ビニル

エチレン酢ビエマルジョン

スチレンモノマー

ポリプロピレン

レゾルシン・アセトン

酸素・窒素

電気・蒸気・用水

合成ゴム

ベンゼン・トルエン・キシレン

ポリブテン

基礎製品

工業ガス

化学繊維・ゴム薬品

プラスチック等

塗料・インキ等
溶剤等

プラスチック・接着剤
接着剤等

プラスチック・合成ゴム

プラスチック等

アリルアルコール
酢酸ｎ－プロピル

塗料等
溶剤等

アクリル酸・ＭＭＰ 樹脂等・飼料添加物

接着剤・溶剤等

タイヤ等

設備新設・改造

接着剤等

共通事務の処理

【製品】

合成洗剤・溶剤等

クラッカー

【用途】

昭和電工

昭和電工ガスプロダクツ 液化炭酸ガス 炭酸飲料
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２．安全活動の概要(1/4)

全てのステークホルダーを満足させる
（全社CSR方針）

事故・災害の未然防止
（コンビナート目標）

凡事徹底・大分ワーキングマインド(OWM)
（大事にする価値観）

徹底したレスポンシブル・ケア活動
（目標達成手段）

アジア最強のコンビナート
（コンビナートの目指す姿）
安全・安定・安心

■大分コンビナートの安全活動の枠組み



２．安全活動の概要(2/4)

OPS(※)改革活動：
「大分ビジョン達成（アジア最強
のコンビナートとなる）の為の全
ての活動・業務」
（※）：Oita Production System

■OPS改革(大分版TPM)活動

既存の組織活動

組織を横断する活動



２．安全活動の概要(3/4)
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2019年に実施した保安力評価で大分コンビナートの強みとして評価された
項目の一部を以下に挙げる。

安全基盤項目
• 外面腐食管理
• 協力企業と安全活動の深化の取り組み
• 設備安全性審査会
• 事故・トラブル対策の有効性確認

安全文化項目
• 指差呼称実施率の向上
• サークル活動に関する発表会や表彰の機会の充実
• 安全対策予算の充実
• 安全協力会活動（WT、安全活動の一本化、安全活動ヒアリング）

２．安全活動の概要(4/4)

■安全活動の特徴（強み）
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３．活動事例(安全基盤:保全)

■外面腐食管理（外面腐食診断士制度） (1/2)
当時(2001年)の背景
• TPM自主保全活動を通じて外面腐
食の深刻さを再認識した。
• これまでの配管サイズ・使用条件によ
る外面腐食管理では充分でなく、板
金の劣化など悪条件の場所を見つけ
出し、点検、補修を追加する必要が
ある。
• 長期連続運転（エチレンプラントは
４年連続）に対し、それを保証する
外面腐食対策をSDMで実施する必
要がある。
• 外面腐食を見つける技術を習得する
制度を調査したが確立していない。

■2級（主にオペレーター）
「どこにどの様な腐食が発生するのか」
という知識、眼力を習得する。
• 眼に見える腐食箇所の発見
• 腐食の懸念される箇所の特定
→ 保全担当へ連絡

■1級（主に保全担当）
発見された腐食を専門的な知識・技
能を持って対策を検討、実施する。
• 検査の要否判定
• 検査方法
• 補修方法
• 再発防止策



３．活動事例(安全基盤:保全)

■外面腐食管理（外面腐食診断士制度） (2/2)
ブロック管理 ライン管理 プラント全体管理

検査対象：
該当ブロック内の
全機器・配管

エチレンプラントを
２ブロックに区分

（８年周期）

外面腐食管理の基本

検査対象：
腐食リスクの高い
保温・保冷配管

流体温度 -20~120℃

・間欠使用
・小流量配管
・袋小路配管

（４年周期）

ブロック管理を補う

検査対象：
全エリアの機器・配管
(早期発見、処置)

一次検査(毎年)
(オペレーター)

二次検査
(保全担当者)

詳細検査

外面腐食診断士に期待



３．活動事例(安全基盤:運転)

■安全協力会 工事部会ワーキングチーム(WT)会議
2018年2月、大分石油化学コンビナート内の他事業所で発生した
工事用クレーンのワイヤー破断事故を皮切りに、工事関係の事故・災
害が多発したため、協力企業安全協力会(工事部会)とSDK工務
部で開催していたWT会議（2016年より活動）の場を活用して、
１．トラブル対応
(1) クレーンワイヤー破断トラブル対応
(2) グラインダー微傷災害対応
(3) AL1プラント ガス漏洩対応
(4) エチレンプラント 足場火災対応
２．基盤強化活動
(1) STOP事故災害活動
(2) 教育を目的とした施設の検討
(3) 「働き方改革」におけるアンケート調査

などに取り組んできた。

年 WT会議の開催回数

2016年 １回

2017年 ６回

2018年
(ﾒｼﾞｬｰSDM) ７回

2019年 ３回



３．活動事例(安全基盤:運転)

クレーン会社に発注し、クレーン作業を実施するにあたり、元請けと
して責任ある監査を実施することにより、類似の事故防止と安全・
安心を図る手段とすることを目的に、
• 元請け企業のクレーン会社(二次請け)に対する、整備状況の確
認、管理方法
• コンビナートで使用するクレーン会社間における整備方法、点検
方法、事故情報などの共有化を図る手段
について、以下の点に留意して具体的に検討、運用を開始する。

① 5年後も継続できる仕組みであること。
② 点検マニュアルに沿った点検の実施を現認する。
③ クレーン会社へのヒアリングによる意見や不具合状況を把握する。
④ 監査の結果、記録を保管する。
⑤ 監査者によるバラツキが出ない監査方法とする。
⑥ その他

■SUN クレーンワイヤー破断トラブル対応(1/2)



３．活動事例(安全基盤:運転)

■SUN クレーンワイヤー破断トラブル対応(2/2)

4.月例点検実施状況確認
①複数名にて点検を実施しているか？
②ワイヤーを全部引き出して点検しているか？
③点検マニュアルに沿って点検を実施しているか？



３．活動事例(安全基盤:運転)

■STOP事故災害活動(2018年～)
現場作業で「危ない」「不安」「違和感」
等、嫌な予感がした時に手を止め、躊
躇なく監督者や作業リーダー等の上司
に報告できる環境づくりをするため、
「Stop！ Look！」というキャッチフレー
ズを定めて、現場掲示やさまざまな場面
で活用を図っている。

現場パトロールの視点カード（一部）
＜ツール・ボックス・ミーティングなどで使用＞



計画立案
（申請書作成）

受付

審査会
要否

技術審査
以下の要否等決定
・レイアウト委員会
・設備安全性審査
・製品安全審査
・HRM設備安全対策
・関連文書類変更
・計画実施後の評価

否

要

実施決定

～～

３．活動事例(安全基盤:安全設計)

関連資料
作成・修正
及び教育

設備安全性審査
（試運転前）

～～

・工事
・検査（完了確認）

試運転

審査会
・レイアウト委員会
・設備安全性審査
（ﾌﾟﾛｾｽﾃﾞｻﾞｲﾝ/着工前）
・製品安全審査
・新化学物質等審査

～～

完 了

■設備安全性審査会(1986年規程化)



３．活動事例(安全基盤:安全設計)

■設備安全性審査会

関連資料
作成・修正
及び教育

設備安全性審査
（試運転前）

～～

・工事
・検査（完了確認）

試運転

審査会
・レイアウト委員会
・設備安全性審査
（ﾌﾟﾛｾｽﾃﾞｻﾞｲﾝ/着工前）
・製品安全審査
・新化学物質等審査

～～

完 了



３．活動事例(安全文化:学習伝承)

■指差呼称実施率の向上(1/2)

N

厚生棟

C3用地

AC課

総合事務所

往来の多い横断歩道(指差呼称重点実
施場所)に行動を促す表示を行い、定期
的に実施率を調査(ビデオ撮影)



３．活動事例(安全文化:学習伝承)

■指差呼称実施率の向上(2/2)
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３．活動事例(安全文化:積極関与)

SDKグループの参加数
年度 ｻｰｸﾙ数

2015年 上期 4
下期 10

2016年 上期 1
下期 15

2017年 上期 0
下期 12

2018年 上期 4
下期 13

2019年 上期 4
下期 12

■全参活動発表会（安全活動に特化したサークル活動発表会）

• 大分石油化学コンビナートの全構成会社
が参加できる
• 審査委員長：SDKグループの部長
審査員：コンビナート各社の製造係長



３．活動事例(安全文化:積極関与)

■サークル表彰制度
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４．最後に

昭和電工グループは、大分石油化学コンビ
ナートの原燃料、ユーティリティー供給の中核
であるということに留まらず、
■安全最優先
■凡事徹底
■大分ワーキングマインド

を大事にしながらコンビナート全体の安全レベ
ル向上に貢献していきます。


